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恒常在高法の批判的考察 (1)・・ ・・中居文治 49 




























3) 金日成「わが国の社会主義農村問題にかんするテー ゼ」邦訊在日本朝鮮人能聯合会阪， 4ベ
ジー1 および向上拙稿， 7←9ページ。


























4) A事制持苦闘酎軒4即院会ー刑判長t" "l~~'I-~. 19臼， No. 5 




















































5) JIe，田m，CO'I.， ss;n. 4-e， TOM 29. CT:p. 388 
6) 1'a'M寓e.TOM 30. sTp. 92 
7) 普軒，相手叫.--<<補間金持帽叫完判瑚叶星取 1964.No. 6 























































10) リ ヤンフン，農村伝おける思想革命.r勤労者J(KwlnotIa) 6号， 1964年。



























済学者のあいだでz このよラな事実にたいする不安が表明されているQ ((BOnpOCnl 9KOlIOM:oK的.































15) JIelllH，口O<r.， H3p;. 4-e， TOM 29. CTp. 397 









































のー形態である「コ Y ミ~ :/ Jとは，その発生基盤も内容もおなじではないし，














21) 1950年6月 ソ連科学アカデミー 経開研究所で「社会主義から共産主義への漸次的移行のみち」
とし、うテー マで， M. A. AwrnmK阻まの報告を中むに，学荷討論全がおこなわれた。この全議が，
共産主義への移行はどのようなみちをとおって実現されるかについてなど，具体的な問題につい
て論議されたz 世界でさいしょのものである。なお，この会議の詳細については， (Bonpochl 


























同化が完了し，多ウクヲ ドがなくなり 3 全人民的所有と協同組合的所有が確
立されてからの時期は， I漸次的J発達の時期であると規定している。すなわ









ととろで，この討論会で，報告者であるァ yチ シキジは，ロノレホ ズ的所
有を全人民的所有の水準にたかめるみちについて，つぎのようにのべている。
「労働者階級と農民とのあいだの境界の消滅は，農業アルテリ 〔コルホーズの 1




チージキγは，アノレテリのコ Y ミュ Yへの成長発展が，全人民的所有の水準へ
たかめるみちであるとかんがえている。この討論に参加したすべての人びとは少




































27) 1950年ごろより j 機械化の発展におうじ，コルホー ズの大規模化がすすめられ，それまで拘24
万をかぞえたコルホー ズは， 1950年には 約12万に統合されj そのごコルホー ズの大規模化は，
いっそうおしすすめられた。
28) <BOrrpOCJ，T 9lWHOMl1KH). 1950， No. 10， CTp. 105 
29) TaM JKe. 'UTp. 105 



























により l 産業生産の基本的生産用具は，すへてコルホー ズに売りわたされ， MTCはたんなる修
理技術ステーグョゾ (PTC)に改組された。
32) スタ リソ「ソ連邦における社会主義の経済的諸問題」邦訳，国民文庫版， 110ベ ジ。
33) 同上 110ベー ジ。



























36) 拙稿a 社会主義経済学の生成と発展「丘命商経商学J10巻4号，昭和36年10月， 12巷1号j 昭和
38年4月， 12巻4号昭和38年10月， 13巻1-2号p 昭和39年6月および「経済論叢J91巻4号，昭和
38竿4月参照。




























38) 拙稿，広い意味での腔済学について「立命鯖睦栴~J 13巻1-2号! 昭和田年6月 127ページ。














































れる余地はない。以上が， Iλ ター リ γ論文jにおける指摘と見解である。

































































41) 戸 ソ γプンは前掲繭文でこの点を指摘している。

























42) 牽 4時， ，ト旬開抽胴岬剃楢自明吐豆}1'， 1964. No. 12 
43) ，テー ぜJ，前掲邦訳， 7ベ←ジ。
44) 向上。
45) 向上， 8ベージ。
48 (ggO) 第 95巻第4号
Iテーゼ」は，社会主義的工業のきそがきづきあげられたのちは，いっそう
積極的に農業を支援しなければならないことを強調し. I社会主義国家は， 労
働者，事務員の生活だけでなく，農民の生活にたいして責任をおい，全人民的
所有の発展ばかりでなく， 協同的所有の発展にたし、しても責任をおわj46) なけ
ればならないことを，とくに強調している。
エ業の農業にたいする関係，都市の農村にたいすz関係について，さいきん
のソ連におけ喜のとは，ことな右態度がみられ，したがって，協同的所有を全
人民的所有にちかづけるための具体的諸方策もまたソ連のそれとはことなって
いる。同時に，そのみとおしと諸方策はソ連の「綱領」にくらべても，はるか
に具体的であり，この「テ ゼ」は，共産主義への移行の諸問題を考察するば
あい，理論的にも実践的にも，むじように重要な諸問題を提起しているのであ
る 。(1965.g.8ー未完〕
〔あとがき1 朝鮮民主主義人民共和国の文献についてはa 前昇孝氏の御曙助をいただし、た
ことを，紙上をかりてお札もうしあげたL、。
46) rテーゼJ.前掲邦訳.8ベージ。
